
出
版
内
容
＝�
「
故
郷
」
と
「
異
郷
」
の
対
立
の
根
底
に
あ
る
「
原
故
郷
」
に
立

ち
還
り
、「
対
話
」
か
ら
「
平
和
」
と
「
連
帯
」
を
、「
地
球

人
」
の
観
点
か
ら
詩
歌
を
通
し
て
試
み
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　

Ａ
５
判　

約
三
〇
〇
～
三
五
〇
頁　

本
体
価
格
二
〇
〇
〇
円
＋
税

発
行
日
＝�

二
〇
二
六
年
八
月
発
行
予
定

編

者
＝
鈴
木
比
佐
雄
、
座
馬
寛
彦
、
鈴
木
光
影
、
羽
島
貝

発
行
所
＝
株
式
会
社
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

公

募
＝�

二
五
〇
名
の
詩・
短
歌・
俳
句
・
エ
ッ
セ
イ
を
公
募
し
ま
す
。
作
品

と
承
諾
書
を
お
送
り
下
さ
い
。
既
発
表
・
未
発
表
を
問
い
ま
せ

ん
。
趣
意
書
は
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
で
す
。http://w

w
w
.coal-sack.com

/

参
加
費
＝�

一
頁
は
詩
四
十
行
（
一
行
二
十
五
字
）・
短
歌
十
首
・
俳
句
二
十

句
・
エ
ッ
セ
イ
一
、
〇
〇
〇
字
で
一
万
円
、
二
冊
配
布
。
二
頁

は
倍
の
作
品
数
や
文
字
数
で
二
万
円
、
四
冊
配
布
。
校
正
紙
が

届
き
ま
し
た
ら
、
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
の
振
替
用
紙
で
お
振
込
み

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
二
〇
二
六
年
五
月
末
（
著
者
校
正
一
回
あ
り
）

原
稿
送
付
先
＝
〒
一
七
三
‐
〇
〇
〇
四

　
　
　
　
　
　

東
京
都
板
橋
区
板
橋
二
‐
六
三
‐
四
‐
二
〇
九

デ
ー
タ
原
稿
の
方
＝�

〈m
.suzuki@

coal-sack.com

〉（
鈴
木
光
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。

【
よ
び
か
け
文
】
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
人
間
の
「
生
活
世
界
」
は
過

度
の
欲
望
の
刺
激
を
受
け
、
他
の
地
球
の
生
き
も
の
た
ち
の
生
活
圏
や
生
態

系
を
破
壊
し
続
け
て
、
気
候
変
動
と
い
う
形
で
地
球
の
危
機
を
誰
も
が
感
ず

る
時
代
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
人
類
は
ど
う
し
た
ら
他
の
生
き
も
の
た
ち
と

共
生
す
る
「
地
球
人
」
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
か
ら
九
十
年
ほ
ど
前
の

一
九
三
四
年
に
、
現
象
学
を
提
唱
し
二
十
世
紀
の
哲
学
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
ナ
チ
ス
が
政
権
を
握
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
り
、

周
り
の
「
異
郷
」
で
あ
る
他
国
を
侵
略
し
よ
う
と
す
る
状
況
下
の
中
で
、
ユ

ダ
ヤ
人
で
あ
る
ゆ
え
に
大
学
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
最
中
に
「
ウ
ィ
ー
ン
講

演
」
や
論
文
『
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
説
の
転
覆
』
の
中
で
、
身
体
と
大
地
の
関
係

を
問
い
な
が
ら
も
自
国
中
心
主
義
で
あ
る
故
郷
世
界
（H

eim
w
elt

）
と
異

郷
世
界
（Frem

dw
elt

）
の
対
立
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
悲
劇
を
回

避
す
る
た
め
に
、
そ
の
根
底
に
「
原
初
的
故
郷
」
や
「
原
故
郷
」

（U
rheim

at

）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
私
は
カ
ン
ト
の
「
永
遠
平
和
」

と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
原
故
郷
」
と
い
う
考
え
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
限
定
し

な
け
れ
ば
、
平
和
を
「
生
成
」
し
て
い
く
観
点
か
ら
と
て
も
類
縁
性
が
あ

り
、
今
日
的
に
人
類
の
課
題
を
言
い
当
て
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
未

来
に
む
け
て
故
郷
世
界
と
異
郷
世
界
の
対
話
を
促
し
「
連
帯
」
を
「
生
成
」

さ
せ
て
い
く
理
念
や
概
念
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
』
第
二
集
の
中
に
ト
シ
の
死
を
冷
静
に
受
け
止
め

る
よ
う
に
な
っ
た
詩
「
薤
露
青
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
詩
「
薤
露
青
」
の

「
薤
露
」
と
は
「
薤
」（
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
）
の
細
く
長
い
葉
の
上
に
乗
っ
た
露
の

こ
と
を
指
し
て
い
て
、
古
来
よ
り
漢
詩
で
人
の
命
の
儚
さ
を
喩
え
て
い
た
。

そ
れ
に
賢
治
は
「
青
」
を
加
え
て
、「
薤
露
青
」
と
し
た
独
創
的
な
言
葉
は
、

「
薤
」
の
葉
の
上
に
乗
っ
た
露
の
一
滴
に
よ
っ
て
葉
の
青
さ
が
鮮
烈
に
印
象
付

け
ら
れ
る
。「
声
の
い
ゝ
製
糸
場
の
工
女
た
ち
が
／
わ
た
く
し
を
あ
ざ
け
る
や

う
に
歌
っ
て
行
け
ば
／
そ
の
な
か
に
は
わ
た
く
し
の
亡
く
な
っ
た
妹
の
声
が

／
た
し
か
に
二
つ
も
入
っ
て
ゐ
る
」。
こ
の
よ
う
に
賢
治
は
「
製
糸
場
の
工
女

た
ち
」
の
歌
声
の
中
に
「
亡
く
な
っ
た
妹
の
声
」
を
聞
き
取
り
、
今
も
ト
シ

の
存
在
は
他
者
に
生
ま
れ
替
わ
っ
て
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

て
励
ま
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。「
故
郷
と
異
郷
の
対
話
・
連
帯
」
と
は
、「
異

郷
」
の
概
念
を
仮
に
広
げ
て
「
異
次
元
の
異
郷
」
と
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
賢

治
の
鎮
魂
詩
も
該
当
す
る
と
私
に
は
思
わ
れ
た
。
そ
れ
に
相
応
し
い
そ
の
他

の
詩
篇
を
挙
げ
た
い
。
浪
江
町
に
帰
還
し
た
鈴
木
正
一
氏
の
詩
「
棄
民
の
郷

愁
」
の
中
の
最
終
連
の
「
ふ
る
さ
と
の
ど
真
ん
中
で
／
郷
愁
に
駆
ら
れ
る
と

は
…
…
」
と
い
う
二
行
は
、
避
難
を
繰
り
返
し
や
っ
と
故
郷
に
戻
っ
て
み
れ

ば
、
な
ぜ
か
故
郷
を
喪
失
し
た
痛
切
な
絶
望
感
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
石

垣
島
の
八
重
洋
一
郎
氏
の
詩
「
言
葉
」
は
、「（
辺
境
の
そ
の
ま
た
辺
境
　
遠

流
の
僻
地
に
お
け
る
／
過
去
　
現
在
　
未
来
　
歴
史
　
世
界
の
定
点
観
測
は

　
強
く
／
明
視
す
る
…
）
か
ら
始
ま
る
。
八
重
氏
の
詩
の
発
想
に
は
、「
故

郷
」
か
ら
「
異
郷
」
を
見
る
の
で
は
な
く
、「
異
郷
」
か
ら
「
故
郷
」
を
検
証

す
る
批
評
意
識
が
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
る
。

次
に
俳
句
や
短
歌
を
紹
介
し
た
い
。
マ
ブ
ソ
ン
青
眼
氏
の
俳
句
〈
山
の
お

く
縄
文
ビ
ー
ナ
ス
そ
し
て
雪
〉。
堀
田
季
何
氏
の
俳
句
〈
水
晶
の
夜
映
寫
機
は

碎
け
た
か
〉。
新
城
貞
夫
氏
の
短
歌
〈
に
っ
ぽ
ん
の
心
を
変
う
る
企
て
に
う
た

の
あ
り
か
を
わ
が
探
り
来
し
〉〈
国
家
よ
り
棄
て
ら
れ
て
あ
る
幸
運
を
な
ん
で

返
上
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
〉。
喜
納
勝
代
氏
の
短
歌
〈
い
く
た
び
か
海
の
平
和
を

祈
り
来
し
漁
女
の
空
に
い
わ
し
雲
あ
り
〉〈
民
族
の
差
異
を
認
め
て
平
和
の
地

望
み
て
握
手
す
冬
の
那
覇
空
港
〉。

こ
の
よ
う
な
詩
歌
を
通
し
て
『
故
郷
と
異
郷
の
対
話
・
連
帯
詩
歌
集
―
大

地
の
基
底
に
あ
る
「
原
故
郷
」
に
立
ち
還
り
他
者
と
連
帯
を
模
索
す
る
』
と

い
う
考
え
方
で
、
詩
歌
を
公
募
す
る
。
左
記
に
具
体
的
な
個
別
の
テ
ー
マ
の

例
を
挙
げ
た
い
。

①
「
故
郷
」
が
「
異
郷
」
か
ら
影
響
を
与
え
ら
れ
ま
た
影
響
を
与
え
て
い

る
相
互
の
実
例
。
②
人
間
の
経
済
活
動
に
起
因
し
て
「
故
郷
」
の
自
然
の
生

態
系
が
い
か
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
か
。
③
「
故
郷
」
と
「
異
郷
」
が
「
対

話
」
を
通
し
て
「
連
帯
」
を
模
索
す
る
試
み
。
④
東
日
本
大
震
災
・
東
電
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
十
五
年
の
「
故
郷
」
の
変
容
。
⑤
熊
本
地
震
・
能
登

半
島
地
震
な
ど
の
被
災
経
験
を
語
り
継
ぐ
。
⑥
原
発
の
再
稼
働
、
新
規
原
発

建
設
、
原
潜
の
建
造
、
核
融
合
な
ど
は
経
済
優
先
で
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
い
か
け
な
ど
。（
鈴
木
比
佐
雄　

記
）

『
故
郷
と
異
郷
の
対
話
・
連
帯
詩
歌
集 

―
大
地
の
基
底
に
あ
る「
原
故
郷
」
に
立
ち
還
り

	
	

	
	

	
	

　
　
　
　「
地
球
人
」
の
連
帯
を
模
索
す
る
』
公
募
趣
意
書

『
故
郷
と
異
郷
の
対
話・
連
帯
詩
歌
集 

―
大
地
の
基
底
に
あ
る「
原

故
郷
」
に
立
ち
還
り「
地
球
人
」
の
連
帯
を
模
索
す
る
』
参
加
・
収
録
承
諾
書

以
上
の
略
歴
と
同
封
の
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
エ
ッ
セ
イ
に
て
、『
故
郷
と
異
郷
の
対
話
・
連
帯
詩
歌
集 

―
大
地
の

基
底
に
あ
る「
原
故
郷
」
に
立
ち
還
り「
地
球
人
」
の
連
帯
を
模
索
す
る
』
に
参
加
・
収
録
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
す
。

応
募
す
る
作
品
の
題
名

氏
名
（
筆
名
）

読
み
仮
名

生
年
（
西
暦
）

年

生
ま
れ
た
都
道
府
県
名

現
住
所
（
郵
便
番
号
・
都
道
府
県
名
か
ら
お
願
い
し
ま
す
）
※

〒

ＴＥＬ
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

代
表
著
書
（
計
二
冊
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

所
属
誌
・
団
体
名
（
計
二
つ
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※現住所は都道府県名まで著者紹介欄に掲載します。
校正紙をお送りしますので、すべてご記入ください。

印

キ
リ
ト
リ
線
（
参
加
詩
篇
と
共
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
）
デ
ー
タ
原
稿
を
お
持
ち
の
方
は
〈m

.suzuki@
coal-sack.com

〉
ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。


